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野外活動 におけ る自然 に関す る研究
(その1)
星 ・野 敏 男
〔1〕 は じ め に
現在,キ ャ ンプ,ス キー,水 泳 など一般 に野外活動 とよばれてい る活動 が多
,くの教育場面において実施 されてい る。これ らの野外活動 と他の諸身体運動 と
の最大の相違は,野 外活動 が対 自然 とい う関係の中でその活動を行 うとい う点
にある。近年野外活動に対す る関心の高 まりとともに野外活動に関する多 くの
研究がなされてい るが,「 自然」 とい うもの を野外活動の立場からとらえてい
る研究は未だ数が少ない。
「人間にとって自然 とは何か」 とは我々野外活動 を指導す る者に限 らず,多
くの場面で とりあげ られる問題であり,同時にまた非常に定義することの困難
な問題で もある。 しか し野外活動が対 自然 との関係の中で実施 されてい く限 り
人間 と自然 との関係や自然の持つ意義等 を解明 していくことは必要なことであ
る と思 われ る。
　
今回の研究では,こ の 「自然」 を野外活動の中のキ ャンプという立場か らと
らえ・キャンプの参加者が自然に対してどのような蹴 担 仁 ジをいだぽ
い るのか,さ らにはそれ らの意識やイメージはキャンプ参加前 と参加後で変化
す るのかどうかを明らかにすることを目的 とした。
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〔皿〕 研 究 方 法
都内磁 謡 短勇夫転 涜 習に鋤Lた学星碗 固 しそキャンプ
前,キ ャンプ後の2回 質 問紙に 垣 調査 を行 った・ キ ャンプ前の調査は キ ャン
プ開始約2ヵ 月前の最初の オ リエ ンテーシ ョン時に教室で行 い,キ ャンプ後の
調査は キ ャンプ場にて閉講式の直前に実施 した。
このキ ャンプは学校教育の一環 として1年 生約70名を対象 に毎年行 う組織的
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キ ャンプ場で,い わゆる自然の中で生活 で きるま うた人工物 ‡極 力 排 し て あ
1る。 キャンプは4泊5日 テン ト泊で行 なわれ,3日 めの登山がメ.インプ ログ ラ
ムとな一つそい る。今 回の調査は昭和54年9月14日1～18.日に行なわれた キ ャンプ
の参加者 を対象 としている。
自然に対する意識やイメージを野外活動の立場から調査した先行研究は筆者
郷 卵 では行輪 軸 坤 今回1]自然に病 イ亭 已
の ような蒔 に自然の美 しさや すば らしさを感 じるのかなど,い くつかの きわめ
1て馴 卓 目を設定し繍 紙獅 し神 式としては,綱 搬 の
'中か ら文章完成法 を用い て行
った。
〔皿〕'結 果 と 考 察
調査は66名を対象に実施 したが,オ リエ ンテー1ション不参加や キ ャンプ不参
　
加な・どがあ り,最 終的には59名の回答 を有効 回答 として扱い分析 した。
1.自 然 ・登 山 ・火 の連想語についてS
これ 助 醸 に関す る回端 黒は表 ・・表2・ 表3・ の とおりで昂 る洪 通
す る回答がない場合 にはすべてその他 とした。
(1)自 然 に関 して ,、 ・
自然 とい う言葉に対す る連想語 として,そ の得 られ る回答は年齢,性 別,生
活体験等に よりさまざまに異 って くるもの と思われ るが今回の女子大生 を対象
とした調査に おいては表1.のような結果が得 らniた・
キ ャンプ前,キ ャンプ後いずれ も自然 という言葉 に対 するイメー ジとして山
:・海 ・川 ・緑 ・草花 ・森林 ・雄大(大 きい)等 をあげてい る学生が多 く見 うけ
、られた。 キ ャンプ前,キ ャンプ後の回答数 を比較 してみ ると海や動物 とい う言
葉 に減少が見 られ,草 花 ・大地 ・きび しさ等の言葉に対 しては著 しい増加が見
られた。 また,雨 ・風 ・星などキ ャンプ前には得 られなか った回答 も得 られ
た。.これ らの変化の原因 としては実際に生活 した キャンプ場の周辺 に草花が豊
富であったこと,雨や風の中で何度も炊事を行 ったことな どが影響したためと
=405一













































































































































































































































































































































































































































































































































































































.(2)登山に関 して'`・ ・ 、、
教育 キ ャンプの場合 キ ギンプ ・プ ログラムの中で登 山をそのギ ャンプの メイ
ンプ ログ ラムとしてい る場合が非常に多 く見 うけ られ る。 またジ特 に女子学生
の場合,い わゆる登山の経験 をした者 が少ないため登 山に対 す るキ ャンプ前の
イメー ジ,お よびキ ャ,ンプ後の イメー ジが どの ように変化す るか を明 らかにす
ることを目的にこの質問項 目をもうけた。 ・-『;
登山に関するイメー ジとしては,キ ャンプ前には,疲 労 ・遭難 ・汗 ・苦 しい
・きびしい ・雪山などの回答 が多 く得 られ,・キ ャンプ後には,イ苦 しい ・つ らい
・汗 ・疲労J－友情 ・'仲間 ・登頂 ・根性,iがけ等の回答が多 く得 られた。'前後 を
比較 じてみ るとい キ¥ン プ前 にあげられた遭難 ・富士山 」霧(ガ ズ)な どが ギ
ャンプ後極端に少 な くな ってい ることがわか る。 また,苦 しさ,友 情 ・仲間,'
頂上,根 性,気 力などの言葉 に増加がみ られた。 キ ャンプ前に得 られなか った
頬 酪 でキヤ…y・プ醐 レ準 れたものとしてはjLI-1道1:延年 けわし:
じ控 竺 漬 り
.∵笠がゼ られた・・これらはじ噸 予 寧 に輌 を織
した」 ことによる影響で あると思われ る。 .1'
(3)火 に 閲 し て 二
、1_llt,,'、
人間 と他の動物 とρ違い を区別す るもののひ とつ として火の利用をあげるこ
とがで きる。火の利用法の変化,発 展の歴史 はその まま文化の歴史であ るとい
って も過言ではない。高度 に文明化 した現在,我 々は簡単に火 を手に入れ るこ
とがで きるようにな った が,そ の反面,自 分 だけの力で燃料 としての薪 を用意
し,火 をおこ しド その火で食事 を作 る,と い う経験 をず る者が非常に少な くな
って きてい るの も事実で ある。'・ ・{∵'
今回のキ ャンプでは,天 候の条 件にがかわ らず 食事 はすべて 自分たちの手で
作 らなければな らない とい うプ ログラ:ムで ありゲ;そのためには当然薪 を作 った
り,火 をつけた りする技術 が必要 とな って くる。この ような状況において,キ
ャンパ 二ーは火 とい う,もの に対 す る イメ ージをどのよ うに変化 させてい くのか を
明 らかにす るごどを目的 にこの質問 を設 けた。キ ャンプ前にあげ られた連想語
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と して は,火 事 が30と最 も多 く,次 い で,こ わ い,熱 い,マ ッ チ と 続 い て い
る。 キ ャ ンプ後 で は,キ ャ ン プ フ ァイ ヤ ー,ま き,火 事,、ψあ た た か い,明 り,
か ま どゴ 炎,等 が 共 通 して 多 くあ げ られ て い る。 前 後 の 結 果 を回 答 数 か ら比 較
して み る と,火 事 や こ わ い とい う言 葉 に 減 少 が み られ,キ ャ ン プ フ ァイ ヤ ー}.
あ た た かい;,等が 著 し くi増加 して お り,キ ャ ン プ前 に は 克 ち れ1な か った,,ま
き,か ま ど等 の 新 しい 言 葉 が 回 答 され て い る。 ま き,か ま ど等 の 新 しい 回答 は
明 らか に今 回 の キ ャ ン プの 影 響 で あ る と思 わ れ る61.t…
∵s・.‥ ・:.;・-t、:::・ ・1
・以上,・自然,、登山,火,・に関す る連 想語の結果 を検討 して きたが,'キャンプ
の前後 ともに回答 され た共通回答 で全体の1Q%以上が回答 してい る言葉,お よ
びキ ャンプ後10%以上の者が回答 してい る共通回答 を表にあらわ した ものが下









自 山,海,川(小 川),雄 大(大 きい), きび しい,大 地,土,水,風,雨
然
緑,森 林,空(青 空),木(樹 木)○.
美 しい,草 花,空 気
、 、,
登 疲労,汗,苦 しい(つらい),き び し 友1青(仲間 ・協力)ノ頂上(登 頂X
山
い,さ わや か,岩 山(岩 壁).
',t-・ 、ノs
根 性(気 力.・精 神 力),草 花,・感 激
(喜び)元 自己 との 戦 い,山 道 ・
'一 一「 一 　
火 事,こ わい(お そろ しい),熱 い, ま き,あ た た かい,'が ま ど
火 マ ッチ,食 事(料 理),必 要(大 切),一キ ャ ンプ フ ァ イヤ ー,炎,明 る い i1
(明 り),生 活
1=・ 、.一'《
.、キ ャンプ前後 とも10%以上の者 が回答 してい る言葉は きわめてr般 的であ る
とい うことがで きるがキ ャンプ後新だに10%以上の者が回答 してい る共通回答
には,キ ャンプを経験 したζ とに よっては じめて具体的な イメ'一ジとな った と
思われ る言葉が多い。特 に登山に関 してはキ ャンプ後,・友情,根 性,感 激 自
己との戦いなど精神面に関す る言葉が 目立 って多 ぐな って い る。登 山に対す る
イメrジ が大 きく変化 した とい うこ とは もちろんであ るが,:この ことか ら今 回
の ギ ャップ のメ:インプ ログラムで あ.った登 山はキ ャンパ →め精神面に対 してか
一一110一
:+・il .:Lゴ
な り影響 を与えだ とい うこ とがで きる。また,火 に関 しては,ま き,'かまどと
い う実際の 日常生活では殆 ど使 われな くな ってい る言葉 があげ られてい る。以
上の結果か ら,今 回め キ ャンプにおい ては,自 然,登 山,火 の イメー ジはキ ャ。
ンプをす ることに よって ある程度変化す るとい うこ とが明 らかにな った。一
2.自 然 の美 しさ,す ば らしさに関 して
この質問に対す 警 結果は表5'てキ ャンプ前)・ 素6(fヤ ン7e
.後)・噛
る 。
自然の美 しさ,すば らしさに関する項 目においては各個人からきまざまな回
答が得られ・ここでぱ 個人の文章をそのまま表にあげた・一眠 螺 め
感 じ方,あ るいは,感 覚 として 自然 を七らえる方法 としては 目で見て とらえる:
方法,音 で とらえる方法 肌で とらえる方法,あ るいは色彩などで と,らえる方
1





表5の1～16'(表6、 で は1～13)は 自然 の 中 の あ る具 体 的 事 物 や 現 象 を見 た
時に自然の美 しさやすばらしさを感 じるとい うもので,い わゆる自然を見て感
ロ ヒ オ
じるとい うもので ある。見 る ものの対象 としては,山,海,朝 日,空 など具体
的な もの があげ られてい る。
表5の17～27(表6で は14～30)は自然の中で生活 してい る時 とか,自 然 と
じかに接 してい る時など・つまり自分 自身が自然の中にい ると意諒 している時
に自然の美 しさ,すば らしさを感 じるとい うものである。自然を全体 とレてと
らえてい るとい うこと もで きる。
表5の28～34(表6で は31～35),1ま自然 がある特定 の状態の時 自然 め美 しさ
やすばらしさを蹴 るとい うものである.具 体例 として1ポ春の開花時袖 の
で び ヲ コ







一 ご'キ ヤー ン プ 前,・ キ'ヤ ソ プ 後
1 朝,1胃を見 た 時 ・ ・ ・1 広い草原で多 くの星をながめる時F、'2 海で朝Bを見た時"『 2 広々とした汚れのない情景を見た時




5 美しい景色を見た時 5 一息 ついてまわりを見あげる時
6 雄大な山を見た時 6 緑の木々やこもれ日を見た時
7 木々の葉の緑を見た時 7 自然の美しさを見た時





9 雄 大 な 空 や 山 を 見 た 時 三 三 ・ぺ ・・∵.、画 、
-









13 野鳥の声を聞いたり,空や海を見た時 13 夕焼け,朝焼けを見た時
14 自然の中で朝日を見た時





17 緑にかこまれた時 17 自然に1頂まれて暮らした時
18'19'野 原 に 立 った 時 ・`
自然の中に埋没 している時1卜'
18









22 自然に触れた時 22 自然に接 しずこ時
23 自然と接している時 、 ‥ 、 23 ハイキングなどで自然に溶け込んだ時
24 大 自然の中にいる時'} 24 海や山や自然と触れ合っている時




27 自然に直接ふれた時 27 自然の中で生活した時
1
、/` 28 自然に直接接 した時.
き 、
28 天気が良い時 29 自然 の 中 で過 した 時 』・ ・









花 が咲きほこっている時 31 嵐がおさまって静かになった時
32 一 日の は じ ま る時 .・ ・ 32 太陽が自然を照 らした時 ・
33 朝 お き た 時 一 司 133空気がおいしく緑がきれいな時
34 日の出や日没の時 34 陽の光が森林に差し込んだ時
35 朝早 く起きた時 、
35 自然の雄大さを感じた時
36 都会1ζはないやすらぎを感 じた時 36 自然を自分の肌で感じた時
37
'
暖かい 日の光を感じた時'. 37 自分自身の目で見て実際にふれてみた時1
38 自然の中で大きく息をした時 38 朝の静けさの中で鳥の声を聞いた時
39 緑の中でおいしい空気を吸うた時." 39 さわやかな空気を吸 っている時'
40 朝の新鮮な空気を吸う時" 40 自分のからだで自然を感じた時'



























自然によらて 自分がかわっ'た時 、 48 なにかをなしとげた時 ∫ 一
49 心配ごとがない時 49 精神的に心を打たれる時
50 孤独の時 50 自然の中であることを達成した時























(回答 しな か?た 者2i名). 一
'
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表5の35～41(表6で は36～41)は内容 としてほ17N27に似 てい るが,ど ち
らか とい うと肌で 自然 を感 じるとい う状態で あるとい うことがで きる。17～27
の内容が 自分 自身 を自然の卓に置V.N"{;自然 をとらえてい るのに対 して,こ の35
、～41は・ 自分 か ら積極的に 自然 をとらえてい く方法 とい うことがで きる。
表5の42～46(表6で は42～47)は自然 の中で何 らかO活 動 をしてい る時に 自
然の美 しざやすば ら一しさを感 じるど亨～うむめで・"活動内容 としては登山・旅,
ハ・イキング,サ イクリング等があげ られてい る。
表5φ47t》51(表6では48～53)は,自然 とは直接的には関係な く,自 分 自
身がある特定の状態(主 に精神状態)の 時に自然を感 じるとい うものである。i
表5ρ 躍 ご55(表6の56・57)、は・あ6特 定の地域IF自分 が行 った場合 や,・
都会と畑 比で自然の美しさ・すばらしさを半靴 てい醐 合である・こ頑
容は2つ に分類することも可能であるが自分の住んでいる所 と他の場所 とYNう1
エ た:2っ暢 所の比較 自然をeらえるという点において酪 噸 似して・i
るため同一内容 として扱 った・なお,表6の54と55はいずれ とも判断 しがたい
ため,そ の他 として扱 う。
以上の ように文章内容 の類似性 か らみた場合全体 を7っ に分類するこ とが可
能で あるこ とが明 らかにな った・ キャンプ前 キ ャンプ後の関係 を比較 してみ
ると,全 体 としては,大 きく変化 してい るとはいえないが,内 容別 に み た 場
.合,キャンプ前には特定の もの を見 た時,と い う内容が最 も多 くあげ られてい
.るの に対 し・ キ ャンプ後では 自然 と接 した時 とか・ 自然の中で生活 した時,と:
い う文章内容が最 も多 くな ってい る。i
またジ 自分の精神状態で 自然 をとらえるとい う'内容 を比較 してみると,キ ャ'
ンプ後では,何 かをな しとげたあと,'あることを達成 した あと,な どキ ャンプ
の影響 と思 われ る言葉 が使 われてい る。 ㌧
調査の段階においては,1キャンプ後の回答には具体的な自然の対象物,自 然
現象等 が多 く記入 され るのではないか と思われたが,全 体 としてみた場合大 き
な変化は あらわれ なか:ったcl.コ; .・ 、11f
--113-・




キ ャ ン プ 前'
'キ









地震や台風など天災 ご災害の時 28 雨の中で仕事をする時 玉3・
冬の寒波や大雪の時 5 ,地震や台風など天災 き災害の時 10,、
遭難 な どの ニュース を聞い た時
、 「







動物の生存競争などを見た時 2 、 文化生活からぬけ出て生活する時 3
雨や風 が強い時

















♪ 、 、 自然 と戦 二てい る時 に ・ 1
自然¢)中で必要なものがない時 2 自分自身に体力負けした時g 1
L





登 山で頂上 まで た ど りつ くまで ・ 1'
電気などが使えない時 1 ひ とりぼ っちの時. 1
身体が不健康な時 1
・
山に登 った り,海 を渡 る時
,、
1





・:1 鵠 励 で継 しなければならな 1







回答の中で,天 災,災 害,台 風 嵐,と い う言葉であらわ されてい る回答は
すべ て同 じ内容 として扱 った。その結果 キ ャンプ前では天災,災 害,台 風等 に
対 して自然の きび しさを感 じると回答 した ものが約半数あ り,こ の他では冬の
寒波や大雪,の5名,遭 難,の3名 で他 は全て2名 あるいは1名 だけの回答 と
とな ってい る。 自然の美 しさやすばらしさに対 しては数多 くの回答が得 られた
が,自 然の きびしさに対 しては,か な りイメー ジが一致 してい るとい うことが
一一1114-'・
で きる。キ ャンプ後の結 果で ぽ,キ ャンプ前 に多からた天災,災 害,台 風等の
回答数 よりも,雨 の中で仕事 をす る時,と い う回答数の方が多 く,キ ャンプ中
雨の中で炊 事 をした り,活 動 した ことが大 きなイメー ジとして残 っているとい
うことがわか る。
4e都 会での生活 と自然の中での生活 について
この質 問項 目は,あ らか じめ都会の生活 と自然 の中での生活 を対 立的iこ並置
し,キ ャンパーが それ ぞれの生活 をどの ような イメー ジとして とらえてい るの
か を明 らかにす るこ とを目的 に設定 した もので ある。
リ ホ
都会と自然 を対立的にと'らえるとい う考え方には問題 もあるが,:現在ではこ
の2っ を対立的にとらえる場合が数多 くあるためこのような質問φ方齢 主
た。 その結果表8,表9の ような結果 が得 られた。なお,表8・と表9の 同÷番
　 ワ ミ
号は一人物である・(例 えば表8捌 の回答 と表9の ・の酪 鯛 味 物の回
答である・) . .'∴
全体 として都会での生活 を否定的,自 然の中での生活を肯定的にとらえてい
ザ 　 し
るこ とが明 らかで ある。都会 での生活 がごみ ごみ してい る,こ せ こせ し て い
る,時 間に追 われてい る,'きゅう くつで ある,と と らえてい るのに対 しそ,.自
然の 中での生活は♪の びのび してい る,ゆ とりが ある,自 由で ある,心 がやす
らかにな る,等 と肯定的で あ る。
キ ャンプ前,キ ャンプ後 を比較 してみ ると,都 会での生活に対 して キャンプ
後 には便利であると答 えてい る者が多 くな ってい る。また,自 然の中での生活
に対 しては,キ ャンプ前には全 くの肯定的表現 が多 く見 うけられたがキ ャンプ
後 の回答で は,不 便 だが美 しい,き び しい が楽 しい○とい うように～ だが楽 し
い,美 しい,と い うような表現 が多 くな ってい る。 これは,キ ャンプ前ば くぜ
ん とした イメー ジで 自然の 中での生活 をとらえていた ものが実際 に キャンプを
行 ったことによ り具体 的なイメー ジとしてあ らわれて きたためである と思われ
る。


















































































































あわただ しい ・・ 、,`'とても生活がむずかしい
麟 殻 がなし∵ ・『『 一 ・
自 己 を見 失 って し ま う
・(回答 な し)・ ・'・'㌧.…
















ゆった りした毎 日tt-'li .自
己の意志に従 った充実 した生活
想像力や 自立心などを植えつける 、 ・ ・一
自由ではあるが 自分で考えて行動1
ゆった りできる
































、のびのび している ㌃ 一.・;・ 、
のんびりとして いる't.』t
心にゆとりをもてる. 「.、.、,調和

































































































































































































教育的意図をもって野外活動が実施 され る場合,そ の活動 目的の中にはほと
んどの場合 自然 に関す る一項 目が設け られ てい る。すなわ ち,自 然 を 理 解 す
,る,自然の良 さを味 う,あ るいは 自然 に親 しむ,な どが そうである。'`
しか し,自 然 を理解す ることは どうい うことなのか,指 導者の側に立 って考
えるな らば自然 を理解 させ るとlik何をどの ように理解 させ ることなのか、これ
らの問題 に対 しては今 もって明確な解答が与 られ ていない とい うのが現状であ
る。
目的の内容 を把握す ることなしにその 目的を達成す ることは不可能 に近い こ
・とで ある。一見わか りや すい と思 われ る自然 とい うもの もい ざこれ を把握 しょ
うとす るとなかなかとらえどころのない ものであ る。 「長年め経験 か ら,漠 然
,としたかたちで 自然 を教 えてい る。」 とい うのが現在野外活動の 指 導に 携;て
・い る者の現状ではないだろ うか。
}今 回の研究はこの ような現状 を少 しで も打破 し
,自 然 とい うもの をより明確
に してい くため キ ャンプを例 にと り研究 を進めた。'
野外活動 の立場か ら自然 をとらえた先行研究がほ とんど見 あた らないため,こ
今 回は 自然 に関す るい くつかの きわめて基本的な調査 を行い その結果 を分析 し
た。 ・.
・ 結果 としては,自 然,登 山,火 に対 してキ ャンパーがどの ような イメージを
1いだい てい るの か,ま た,キ ャッ プ前後で その イメージがある程度変化す ると
い うこ とが明 らかにな った。 自然の美 しさやすば らしさをどの ような時に感 じ
るのか とい う質問に対 しては,そ の回答内容の類似性 によ って全体 を7っ に分
類 す ることが可能で あることがわか った。都会 と自然 とい う対 比で両者 をとら
えた場合,ほ とんどの者が都会の生活 に対 して否定的,自 然の中での生活 に対
して肯定的であ ることが明 らかにな った。
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野外活動が対 自然 とい う関係で行なわれてい く限 り,人間 と自然 との関係や
自然の持つ意義等を解明してい くことは必要なことであると思われる。今回の
基礎的研究をさらに発展させ 自然 を指導す るためのひとつの指針を作 りあげて
い きたい と考 える。
(1)
(2)
(3)
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